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〇
外
務
省
告
示
第
二
百
六
十
三
号

令
和
八
年
七
月
二
日
に
マ
ニ
ラ
で
、
円
借
款
の
供
与
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間

の
令
和
二
年
一
月
九
日
付
け
の
交
換
公
文
に
従
っ
て
フ
ィ

リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
に
供
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
マ
ニ

ラ
首
都
圏
主
要
橋
梁り
よ
う

耐
震
補
強
計
画
（
第
二
期
）
の
実

施
に
係
る
円
貨
に
よ
る
借
款
の
支
出
期
間
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

共
和
国
政
府
と
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
と
の
間
の

取
決
め
に
よ
り
令
和
十
年
十
二
月
三
十
日
ま
で
延
長
さ
れ

る
旨
の
口
上
書
の
交
換
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
と

の
間
に
行
わ
れ
た
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日外

務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
六
十
四
号

令
和
八
年
六
月
三
十
日
に
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
、
モ
ン

ゴ
ル
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡

の
交
換
が
モ
ン
ゴ
ル
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

経
済
社
会
開
発
に
係
る
計

画
等
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
両
政
府
の
関
係
当
局

で
合
意
す
る
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

九
億
八
千
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

令
和
十
年
六
月
三
十
日

４

署
名
者

日

本

側

井
川
原
賢
在
モ
ン
ゴ
ル
大
使

モ
ン
ゴ
ル
側

メ
ン
ド
サ
イ
ハ
ン
・
ザ
グ
ド
ジ
ャ
ブ
大

蔵
大
臣

令
和
八
年
八
月
十
八
日外

務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
六
十
五
号

令
和
八
年
七
月
八
日
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
、
人
材
育
成
奨

学
計
画
の
た
め
の
贈
与
等
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の

交
換
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

人
材
育
成
奨
学
計
画
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購
入

２

贈
与
等
の
限
度
額

四
億
千
六
百
万
円

３

贈
与
等
の
供
与
期
限

令
和
十
六
年
十
二
月
三
十
一

日
４

署
名
者

日

本

側

植
野
篤
志
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
大
使

カ
ン
ボ
ジ
ア
側

プ
ラ
ッ
ク
・
ソ
コ
ン
副
首
相
兼
外
務

国
際
協
力
大
臣

令
和
八
年
八
月
十
八
日外

務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

北
海
道
亀
田
郡
七
飯
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
北
海
道
庁
及
び
七
飯
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

福
島
県
石
川
郡
平
田
村
大
字
九
生
滝
字
小
綱
木

二
八
〇
、
二
八
五
、
二
八
九
、
二
九
〇
、
字
大
道
七

五
七
、
七
六
一
、
字
数
河
内
一
九
六
、
一
九
七
、
大

字
永
田
字
山
ノ
内
一
七
〇
か
ら
一
七
四
ま
で
、
大
字

西
山
字
草
場
五
九
一
、
五
九
二
、
字
真
弓
二
〇
八
、

大
字
東
山
字
地
我
一
一
八
、
一
二
〇
、
一
二
二
、
字

宮
ノ
田
和
一
五
一
、
大
字
上

田
字
切
山
一
四
、
大

字
下

田
字
古
寺
一
八
の
一

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
円
借
款
の
支
出
期
間
の
延
長
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
と

の
間
の
口
上
書
の
交
換
に
関
す
る
件

（
外
務
二
六
三
）

〇
モ
ン
ゴ
ル
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す

る
日
本
国
政
府
と
モ
ン
ゴ
ル
国
政
府
と
の

間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（
同
二
六
四
）

〇
人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
等
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（
同
二
六
五
）

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
農
林
水
産
一
一
八
二
〜
一
一
九
〇
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
指
定
を
解
除
す

る
件
（
国
土
交
通
一
〇
六
一
）

〇
直
轄
砂
防
工
事
が
終
了
し
た
件

（
同
一
〇
六
二
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
と
と

も
に
、
直
轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
件

（
同
一
〇
六
三
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
同
一
〇
六
四
）

〇
土
地
区
画
整
理
事
業
の
関
係
図
書
を
縦
覧

に
供
す
る
件
（
同
一
〇
六
五
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
同
一
〇
六
六
、
一
〇
六
七
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
二
〇
二
、
二
〇
三
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
一
〇
六
、
一
〇
七
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
八
五
、
八
六
）

〔
人
事
異
動
〕

人
事
院

法
務
省

〔
皇
室
事
項
〕

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁建

設
業
の
許
可
の
取
消
処
分
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
破
産
、
特
別

清
算
、
再
生
、
所
有
者
不
明
関
係

特
殊
法
人
等

共
済
組
合
定
款
の
一
部
変
更
（
財
務
省
・

国
土
交
通
省
）
関
係

会
社
そ
の
他


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保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

字
小
綱
木
二
八
〇
、
二
八
五
、
二
八
九
、
二

九
〇
、
字
大
道
七
五
七
、
七
六
一
、
字
数
河
内

一
九
六
、
一
九
七
、
字
山
ノ
内
一
七
〇
か
ら
一

七
四
ま
で
、
字
草
場
五
九
一
、
五
九
二
、
字
真

弓
二
〇
八

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

伐
採
種
を
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

福
島
県
石
川
郡
平
田
村
大
字
下

田
字
乙
空

七
九
五
、
八
〇
四
の
二
、大
字
北
方
字
楢
坂
一
二
一
、

一
二
三
の
三
、
字
皿
目
木
二
三

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊

の
防
備

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

島
県
庁
及
び
平
田
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

島
県
庁
及
び
南
会
津
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

二

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
滝
原
字
寺

保
八

八
三
か
ら
八
八
五
ま
で
、
八
八
六
の
一
、
八
八
六
の

五
、
八
八
六
の
イ
、
八
八
六
の
ロ
、
八
八
六
の
ハ
、

八
八
六
の
ニ
、
八
八
七
か
ら
九
〇
〇
ま
で
、
九
〇
四

の
イ
、
九
〇
四
の
ロ
、
一
六
一
〇
の
一
、
一
六
一
〇

の
三
、
一
六
一
一
か
ら
一
六
一
七
ま
で
、
一
七
七
六

の
一
、
一
七
七
六
の
二
、
一
七
七
七
の
三
、
一
七
七

七
の
六
、
一
七
七
七
の
九
か
ら
一
七
七
七
の
一
一
ま

で
、一
七
七
七
の
一
三
か
ら
一
七
七
七
の
一
五
ま
で
、

一
七
七
七
の
ロ
、
字
大

保
一
六
一
九
の
一
、
一
六

一
九
の
二
、
一
六
二
一
、
一
六
二
二
、
一
六
二
五
か

ら
一
六
三
〇
ま
で
、
一
六
三
一
の
一
、
一
六
三
一
の

四
、
一
六
三
一
の
五
、
一
六
三
一
の
ロ
、一
六
三
二
、

一
六
三
六
、
字
折
越
八
七
九
か
ら
八
八
二
ま
で
、
字

反
間
九
〇
五
、
九
〇
六
、
九
〇
七
の
一
か
ら
九
〇
七

の
三
ま
で
、
九
〇
八
か
ら
九
一
〇
ま
で
、
九
一
一
の

一
、
九
一
二
の
一
、
九
一
二
の
二
、
九
一
三
、
九
一

四
の
一
、
九
一
五
の
一
、
九
一
六
の
一
、
九
一
九
の

一
、
九
二
七
の
一
、
九
二
八
の
一
、
川
島
字
上
山
一

九
五
三
、一
九
五
五
の
三
か
ら
一
九
五
五
の
五
ま
で
、

一
九
五
五
の
二
一
か
ら
一
九
五
五
の
二
七
ま
で
、
一

九
五
五
の
二
九
、
一
九
五
五
の
三
一
か
ら
一
九
五
五

の
三
五
ま
で
、
一
九
五
五
の
三
七
か
ら
一
九
五
五
の

四
〇
ま
で
、
一
九
五
五
の
四
二
、一
九
五
五
の
四
三
、

字
宮
前
二
〇
の
ロ
、
二
六
、
一
九
二
七
か
ら
一
九
二

九
ま
で
、
一
九
三
一
、
金
井
沢
字
後
山
一
二
五
一
の

一
か
ら
一
二
五
一
の
六
ま
で
、
一
二
五
二
か
ら
一
二

六
〇
ま
で
、
一
二
六
一
の
一
か
ら
一
二
六
一
の
三
二

ま
で
、
一
二
六
四
か
ら
一
二
七
一
ま
で
、
一
二
七
二

の
一
か
ら
一
二
七
二
の
一
四
ま
で
、
字
中
村
一
九
五

二

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

福
島
県
東
白
川
郡
塙
町
大
字
大
蕨
字
川
前
九
五

の
二
（
国
有
林
）、
九
五
の
一
、
大
字
植
田
字
南
沢

一
五
九
、
一
六
一
、
一
六
二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊

の
防
備

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

島
県
庁
及
び
塙
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
中
荒
井
字
小
田
沢

二
三
六
〇
の
二
、
二
三
六
〇
の
三
一
、
二
三
六
〇
の

三
四
か
ら
二
三
六
〇
の
四
三
ま
で
、
二
三
六
〇
の
四

五
か
ら
二
三
六
〇
の
五
六
ま
で
、
二
三
六
一
の
一
か

ら
二
三
六
一
の
二
一
ま
で
、
二
三
六
一
の
二
三
か
ら

二
三
六
一
の
六
六
ま
で
、
二
三
六
一
の
六
八
、
藤
生

字
畑
之
沢
二
三
〇
四
、
字
曲
窪
二
二
六
二
の
一
、
字

北
ノ
平
二
二
六
三
の
一
、
針
生
字
駒
戸
山
一
七
二
四

の
七
、
糸
沢
字
中
沢
山
三
三
二
一
の
一

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

福
島
県
東
白
川
郡
塙
町
大
字
植
田
字
小
川
崎
一

一
四
の
一
、
大
字
板
庭
字
広
瀬
九
一
の
一
、
九
一
の

二
、
九
二
か
ら
九
四
ま
で
、
九
八
の
三
、
一
四
七
の

一
六
か
ら
一
四
七
の
二
五
ま
で
、
一
四
七
の
二
七
か

ら
一
四
七
の
二
九
ま
で
、
一
四
七
の
四
〇
か
ら
一
四

七
の
四
七
ま
で
、
一
四
七
の
五
一
か
ら
一
四
七
の
五

三
ま
で
、
二
〇
六
、
二
〇
八
の
一
、
二
一
二
、
字
板

庭
二
六
六
の
一
、
二
六
六
の
二
、
二
六
七
の
一
、
二

六
八
、
二
六
九
、
二
七
〇
の
一
か
ら
二
七
〇
の
三
ま

で
、
二
七
一
の
一
か
ら
二
七
一
の
三
ま
で
、
大
字
上

渋
井
字
仲
舘
一
九
、
二
一
の
一
、
二
二
か
ら
二
四
ま

で
、
二
七
、
字
宮
田
町
七
八
の
一
、
九
六

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
針
生
字
下
広
窪
四
三
三

の
一
六
、
四
三
三
の
一
八
、
四
三
三
の
二
七
、
高
野
字

堂
平
山
二
七
四
三
の
一
か
ら
二
七
四
三
の
一
四
ま
で
、

字
猿
倉
山
二
七
三
七
の
一
、
二
七
三
七
の
一
〇
、
二
七

三
七
の
一
一
、
金
井
沢
字
向
山
一
二
二
〇
の
一
、
一
二

二
〇
の
四
六
、
一
二
二
〇
の
四
八
、
中
ノ
井
字
大
峯
山

甲
六
〇
七
、
甲
六
一
七
、
湯
ノ
花
字
唐
沢
丁
一
二
二
五

の
一
、
丁
一
二
二
五
の
五
〇
か
ら
丁
一
二
二
五
の
五
八

ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養


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三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

島
県
庁
及
び
南
会
津
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
県
大
沼
郡
金
山
町
大
字
大
塩
字
小
田
代
三
七
六

六
、
大
字
大
志
字
雨
堤
一
五
五
三
の
一
、
字
糠
塚
一
〇

四
三
の
三
、
一
〇
四
三
の
四
、
大
字
水
沼
字
下
大
牧
二

三
五
三
の
一
、
二
三
五
三
の
二
、
二
三
八
七
の
一
か
ら

二
三
八
七
の
三
ま
で
、
二
三
八
七
の
五
、
二
三
八
七
の

六
、
二
三
八
七
の
二
〇
、
二
三
八
七
の
三
四
か
ら
二
三

八
七
の
三
六
ま
で
、
字
中
島
二
三
五
一
の
二
、
字
木
根

沢
一
九
四
〇
、
一
九
四
〇
の
二
、
一
九
四
一
か
ら
一
九

四
四
ま
で
、
一
九
四
六
、
一
九
四
八
、
一
九
四
九
、
一

九
四
九
の
二
、
一
九
五
二
、
一
九
五
三
、
一
九
五
三
の

二
、
一
九
五
六
、
一
九
五
九
の
一
、
一
九
六
〇
、
一
九

六
一
、
一
九
六
四
か
ら
一
九
七
一
ま
で
、
一
九
七
五
の

一
、
一
九
七
六
の
一
、
一
九
七
六
の
二
、
一
九
八
〇
、

一
九
八
四
、
一
九
八
六
の
一
、
一
九
八
六
の
二
、
一
九

八
七
、
一
九
八
八
、
一
九
九
〇
の
一
、一
九
九
〇
の
二
、

一
九
九
〇
の
四
、
四
一
五
三
、
字
沢
東
一
一
三
一
、
一

一
三
二
の
一
、
一
一
五
二
の
一
、
一
一
五
四
の
二
、
一

一
五
四
の
三
、
字
後
山
九
〇
六
の
一
、
九
〇
六
の
二
、

九
〇
七
の
一
、
九
〇
八
の
一
、
九
〇
八
の
三
、
九
一
五

の
一
、
九
一
六
、
九
三
二
、
九
三
二
の
一
か
ら
九
三
二

の
三
ま
で
、
九
三
二
の
イ
、
九
三
三
の
二
、
大
字
八
町

字
山

保
三
〇
八
の
一
一
、
字
早
坂
三
二
二
の
一
、
大

字
大
栗
山
字
杢
冷
三
〇
一
三
、
三
〇
一
六
の
一
、
三
〇

一
六
の
二
、
三
〇
一
六
の
六
、
三
〇
一
六
の
九
、
三
〇

一
七
、
三
〇
五
〇
、
字
松
原
一
九
七
の
一
、
一
九
九
、

二
〇
〇
、
二
〇
一
の
一
、
字
下
松
原
一
九
四
の
三
、
二

一
六
の
一
、
四
二
〇
の
二
、
四
二
〇
の
イ
、
四
二
一
、

大
字
西
谷
字
橋
向
一
九
四
一
か
ら
一
九
四
三
ま
で
、
一

九
四
六
、
一
九
四
八
か
ら
一
九
五
四
ま
で
、
一
九
五
五

の
一
か
ら
一
九
五
五
の
一
三
ま
で
、
一
九
五
六
か
ら
一

九
六
〇
ま
で
、
一
九
六
三
、
一
九
六
四
の
一
、
一
九
六

四
の
二
、
一
九
六
五
の
一
、
一
九
六
五
の
三
か
ら
一
九

六
五
の
一
二
ま
で
、
一
九
六
五
の
一
四
か
ら
一
九
六
五

の
二
五
ま
で
、
一
九
六
五
の
二
七
か
ら
一
九
六
五
の
三

二
ま
で
、
一
九
六
五
の
三
四
、
一
九
六
五
の
三
六
か
ら

一
九
六
五
の
四
二
ま
で
、
一
九
六
五
の
四
四
か
ら
一
九

六
五
の
五
二
ま
で
、
一
九
六
五
の
五
四
か
ら
一
九
六
五

の
七
四
ま
で
、
一
九
六
六
、
一
九
六
六
の
イ
、
一
九
六

九
、
一
九
七
二
、
一
九
七
三
、
一
九
七
四
の
一
、
一
九

七
四
の
二
、
一
九
七
七
の
一
、
一
九
七
八
か
ら
一
九
八

三
ま
で
、
一
九
八
四
の
一
、
一
九
八
四
の
二
、
一
九
八

五
か
ら
一
九
八
七
ま
で
、
二
〇
八
六
か
ら
二
〇
九
一
ま

で
、
大
字
小
栗
山
字
腰
巻
二
二
六
二
、二
二
六
三
の
一
、

二
二
六
三
の
二
、
二
二
六
四
の
一
、
二
二
六
四
の
二
、

二
二
六
五
、
字
堂
平
二
〇
二
三
、
二
〇
二
四
、
大
字
山

入
字
鮭
立
向
山
二
六
一
五
の
一
、
二
六
一
五
の
六
か
ら

二
六
一
五
の
四
四
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種

を
定
め
な
い
。

字
小
田
代
三
七
六
六
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）、
字
腰
巻
二
二
六
二
、
二
二
六
三
の
一
、

二
二
六
三
の
二
、
二
二
六
四
の
一
、
二
二
六
四
の

二
、
二
二
六
五
、
字
堂
平
二
〇
二
三
、二
〇
二
四
、

字
鮭
立
向
山
二
六
一
五
の
一
・
二
六
一
五
の
四
三

（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
二
六
一
五
の
六
か
ら
二
六
一
五
の
四
二
ま

で
、
二
六
一
五
の
四
四

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐

に
よ
る
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
庁
及
び
金
山
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

二

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
流
字
大
日
向
二

七
、
字
北
大
犬
沢
三
か
ら
五
ま
で
、
一
四
か
ら
一
七

ま
で
、
二
〇
、
字
南
大
犬
沢
五
一
か
ら
五
五
ま
で
、

五
六
の
一
、
五
七
の
一
、
五
八
の
一
、
六
〇
か
ら
六

三
ま
で
、
七
二
か
ら
七
五
ま
で
、
大
字
下
手
沢
字
円

間
一
八
一
の
二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊

の
防
備

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

島
県
庁
及
び
棚
倉
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

中
根
一
二
の
三
、
一
二
の
四
、
四
八
の
二
、

七
七
の
二
、
七
八
の
三
、
八
〇
の
二
、八
一
の
二
、

八
二
の
三
、
八
七
の
二
、
字
薄

保
四
六
の
二
、

七
二
の
三
、
七
三
の
二
、
九
九
の
二
、
一
五
九
の

二
、
字
板
庭
二
一
五
、
二
一
六
・
二
九
六
の
一
・

二
九
七
の
一
・
二
九
七
の
四
（
以
上
四
筆
に
つ
い

て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
棚
倉
字
矢
近
二

四
四
の
一
三
か
ら
二
四
四
の
一
五
ま
で
、
大
字
福
岡

字
下
平
七
八
の
一
、
七
九
の
一
、
大
字
大
梅
字
白
毛

角
一
九
七
の
二
、
字
段
河
内
三
〇
一
の
二
、
大
字
強

梨
字
蟹
内
九
五
、
一
五
四
か
ら
一
五
八
ま
で
、
二
〇

六
、
大
字
寺
山
字

沢
一
、
二
、
二
六
八
の
一

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

字
下
平
七
八
の
一
、
七
九
の
一
、
字
白
毛
角

一
九
七
の
二
、
字
段
河
内
三
〇
一
の
二
、
字
蟹

内
九
五
、
一
五
四
か
ら
一
五
八
ま
で
、
二
〇
六

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

伐
採
種
を
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
県
東
白
川
郡
塙
町
大
字
川
上
字
中
根
一
二
の

三
、
一
二
の
四
、
四
八
の
二
、
七
七
の
二
、七
八
の
三
、

八
〇
の
二
、
八
一
の
二
、
八
二
の
三
、
八
七
の
二
、
一

二
八
、
一
二
九
、
一
三
二
の
二
、
一
五
四
、
字
薄

保

四
六
の
二
、
七
二
の
三
、
七
三
の
二
、
九
九
の
二
、
一

五
九
の
二
、
大
字
台
宿
字
中
稲
沢
三
六
七
の
二
、
大
字

伊
香
字
南
沢
五
、
大
字
植
田
字
南
沢
一
三
八
、
一
四
〇

か
ら
一
四
二
ま
で
、
一
五
六
、
大
字
塙
字
城
山
三
六
の

二
、
三
七
、
一
七
二
の
一
、
一
七
六
、
一
八
三
、
大
字

板
庭
字
板
庭
二
一
五
、
二
一
六
、
二
九
六
の
一
、
二
九

七
の
一
、
二
九
七
の
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備





点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

御 池 川

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

昭 和 四 十 三 年 建 設 省 告 示 第 百 五 十 七 号 、 平 成

二 十 八 年 国 土 交 通 省 告 示 第 千 四 百 十 六 号 及 び 平

成 二 十 九 年 国 土 交 通 省 告 示 第 五 百 六 十 三 号 で 指

定 し た 御 池 川 に 掲 げ る 土 地 の う ち 、 次 の 一 点 か

ら 六 十 四 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線 及 び 一 点 と 六 十

四 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地 の 区 域

１ 3153306145 13058079052

２ 3153301796 13058075875

３ 3153297798 13058072985

16 3153237533 13058020265

17 3153233555 13058015902

18 3153228955 13058005718

19 3153224785 13057599617

20 3153214884 13057592590

21 3153212588 13057576841

22 3153213221 13057561727

23 3153214545 13057556109

24 3153212109 13057553350

25 3153207535 13057550529

26 3153199510 13057543136

27 3153194539 13057532692

28 3153194358 13057521382

29 3153195166 13057513028

30 3153196037 13057505725

31 3153204545 13057508908

32 3153214934 13057512242

33 3153211101 13057515807

34 3153209550 13057525852

35 3153213108 13057530859

36 3153216098 13057537987

37 3153220440 13057541617

38 3153229119 13057551448

39 3153226122 13057564157

40 3153225630 13057575921

41 3153226687 13057583171

42 3153233482 13057587993

43 3153239859 13057597325

44 3153243716 13058005693

45 3153252703 13058002892

46 3153257743 13058009592

47 3153260835 13058018007

48 3153264122 13058022793

49 3153269483 13058025646

50 3153275443 13058026856

51 3153280740 13058031802

52 3153283965 13058037223

53 3153287941 13058039210

54 3153293540 13058038840

55 3153306699 13058044040

56 3153313451 13058036983

57 3153324016 13058041519

４ 3153294594 13058068630

５ 3153289308 13058061802

６ 3153284325 13058057021

７ 3153280552 13058053060

８ 3153275276 13058047644

９ 3153271715 13058042838

10 3153269950 13058041190

11 3153265628 13058040313

12 3153257211 13058035834

13 3153252210 13058033546

14 3153243398 13058035087

15 3153238443 13058029830

令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

２ そ の 他 の 森 林 に つ い て は 、 主 伐 に 係 る 伐

採 種 を 定 め な い 。

３ 主 伐 と し て 伐 採 を す る こ と が で き る 立 木

は 、 当 該 立 木 の 所 在 す る 市 町 村 に 係 る 市 町

村 森 林 整 備 計 画 で 定 め る 標 準 伐 期 齢 以 上 の

も の と す る 。

４ 間 伐 に 係 る 森 林 は 、 次 の と お り と す る 。

立 木 の 伐 採 の 限 度 並 び に 植 栽 の 方 法 ・ 期 間

及 び 樹 種 次 の と お り と す る 。

（ 「 次 の 図 」 及 び 「 次 の と お り 」 は 、 省 略 し 、 そ

の 図 面 及 び 関 係 書 類 を 福 島 県 庁 及 び 塙 町 役 場 に 備

え 置 い て 縦 覧 に 供 す る 。 ）

二 保 安 林 と し て 指 定 さ れ た 目 的 土 砂 の 流 出 の

防 備

三 変 更 後 の 指 定 施 業 要 件

立 木 の 伐 採 の 方 法

１ 次 の 森 林 に つ い て は 、 主 伐 に 係 る 立 木 の

伐 採 を 禁 止 す る 。

字 鳴 山 山 三 一 七 〇 の 二 五 （ 次 の 図 に 示 す

部 分 に 限 る 。 ）

２ 次 の 森 林 に つ い て は 、 主 伐 に 係 る 伐 採 種

を 定 め な い 。

字 鳴 山 山 三 一 七 〇 の 二 五 （ 次 の 図 に 示 す

部 分 に 限 る 。 ） 、 字 高 盛 五 二 五 八 の 一

３ そ の 他 の 森 林 に つ い て は 、 主 伐 は 、 択 伐

に よ る 。

４ 主 伐 と し て 伐 採 を す る こ と が で き る 立 木

は 、 当 該 立 木 の 所 在 す る 市 町 村 に 係 る 市 町

村 森 林 整 備 計 画 で 定 め る 標 準 伐 期 齢 以 上 の

も の と す る 。

５ 間 伐 に 係 る 森 林 は 、 次 の と お り と す る 。

立 木 の 伐 採 の 限 度 並 び に 植 栽 の 方 法 ・ 期 間

及 び 樹 種 次 の と お り と す る 。

（ 「 次 の 図 」 及 び 「 次 の と お り 」 は 、 省 略 し 、 そ

の 図 面 及 び 関 係 書 類 を 福 島 県 庁 及 び 金 山 町 役 場 に

備 え 置 い て 縦 覧 に 供 す る 。 ）

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 百 九 十 号

森 林 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 四 十 九 号 ） 第

三 十 三 条 の 二 の 規 定 に よ り 、 次 の よ う に 保 安 林 の

指 定 施 業 要 件 を 変 更 す る 。

令 和 八 年 八 月 十 八 日
農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和

一 指 定 施 業 要 件 の 変 更 に 係 る 保 安 林 の 所 在 場 所

福 島 県 大 沼 郡 金 山 町 大 字 山 入 字 鳴 山 山 三 一 七

〇 の 二 五 、 大 字 小 栗 山 字 小 桑 原 二 〇 三 の 一 か ら

二 〇 三 の 三 ま で 、 二 〇 三 の 六 か ら 二 〇 三 の 八 ま

で 、 二 五 五 か ら 二 五 七 ま で 、 字 牧 場 二 五 八 の 一 、

二 五 八 の 二 、 三 四 二 の 二 、 三 四 三 、 三 四 四 、 三

四 五 の 四 、 字 中 丸 一 四 七 四 の 二 、 字 四 十 苅 一 七

〇 三 の 三 、 字 萱 場 一 四 五 八 の 三 、 一 四 五 八 の ロ 、

字 腰 巻 二 二 四 六 の 一 、 二 二 四 六 の 二 、 字 堂 平 二

〇 五 三 の 一 か ら 二 〇 五 三 の 三 ま で 、 二 〇 五 四 、

大 字 大 塩 字 高 盛 五 二 五 八 の 一 、 大 字 西 谷 字 西 勝

一 〇 〇 九 の 三 、 一 〇 一 〇 の 二 、 一 〇 一 一 の 二 、

一 〇 一 三 の 二 、 一 〇 一 四 の 二 、 一 〇 一 七 の 二 、

字 菅 沼 二 六 三 の 二 、 二 六 四 の 二 、 二 六 五 の 二 、

二 六 六 の 三 、 二 六 七 の 三 、 字 二 十 苅 一 一 一 五 の

二 、 一 一 一 六 の 二 、 一 一 一 七 の 二 、 一 一 一 八 の

二 、 一 一 一 九 の 二 、 一 一 五 九 の 二 、 大 字 玉 梨 字

荷 出 沢 三 一 四 八 の 三 、 字 沢 入 八 一 八 の 乙 、 八 一

八 の 二 、 八 一 九 の 一 、 八 一 九 の 二 、 三 六 六 四 、

大 字 川 口 字 堀 ノ 沢 一 六 二 六 の 一 、 一 六 二 六 の 三 、

字 船 保 一 六 五 四 の 一 、 一 六 五 九 か ら 一 六 六 一

ま で 、 字 栗 ノ 牧 居 平 一 八 二 五 の 一 、 一 八 二 六 の

一 か ら 一 八 二 六 の 三 ま で 、 字 登 戸 一 七 六 〇 、 一

七 六 九 、 一 七 七 〇 の 一 、 字 崩 間 一 七 〇 二 の 一 か

ら 一 七 〇 二 の 三 ま で 、 一 七 〇 三 か ら 一 七 〇 五 ま

で 、 一 七 一 四 、 一 七 一 五 、 大 字 横 田 字 中 丸 二 〇

一 の 一

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 六 十 一 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 指 定 し た 次 の 土 地 の 指 定 を 解 除 す る 。

令 和 八 年 八 月 十 八 日
国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之





58 3153324888 13058042297

59 3153327890 13058046060

60 3153317169 13058059192

61 3153323514 13058068528

62 3153318218 13058071760

63 3153313541 13058073881

64 3153310075 13058076058

点 北緯 東経

一 御 池 川

昭 和 五 十 一 年 建 設 省 告 示 第 百 十 号 、 昭 和 五 十

二 年 建 設 省 告 示 第 九 百 三 十 九 号 、 平 成 二 十 八 年

国 土 交 通 省 告 示 第 千 四 百 十 六 号 及 び 平 成 二 十 九

年 国 土 交 通 省 告 示 第 五 百 六 十 三 号 で 指 定 し た 御

池 川 に 掲 げ る 土 地 の う ち 、 次 の 一 点 か ら 六 十 四

点 ま で を 順 次 結 ん だ 線 及 び 一 点 と 六 十 四 点 を 結

ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地 の 区 域

１ 3153306145 13058079052

２ 3153301796 13058075875

３ 3153297798 13058072985

４ 3153294594 13058068630

５ 3153289308 13058061802

６ 3153284325 13058057021

７ 3153280552 13058053060

８ 3153275276 13058047644

９ 3153271715 13058042838

10 3153269950 13058041190

11 3153265628 13058040313

12 3153257211 13058035834

13 3153252210 13058033546

14 3153243398 13058035087

15 3153238443 13058029830

16 3153237533 13058020265

17 3153233555 13058015902

18 3153228955 13058005718

19 3153224785 13057599617

20 3153214884 13057592590

21 3153212588 13057576841

22 3153213221 13057561727

23 3153214545 13057556109

24 3153212109 13057553350

25 3153207535 13057550529

26 3153199510 13057543136

27 3153194539 13057532692

28 3153194358 13057521382

29 3153195166 13057513028

30 3153196037 13057505725

31 3153204545 13057508908

32 3153214934 13057512242

33 3153211101 13057515807

34 3153209550 13057525852

35 3153213108 13057530859

36 3153216098 13057537987

37 3153220440 13057541617

38 3153229119 13057551448

39 3153226122 13057564157

40 3153225630 13057575921

41 3153226687 13057583171

42 3153233482 13057587993

43 3153239859 13057597325

44 3153243716 13058005693

45 3153252703 13058002892

46 3153257743 13058009592

47 3153260835 13058018007

48 3153264122 13058022793

49 3153269483 13058025646

50 3153275443 13058026856

51 3153280740 13058031802

52 3153283965 13058037223

53 3153287941 13058039210

54 3153293540 13058038840

55 3153306699 13058044040

56 3153313451 13058036983

57 3153324016 13058041519

58 3153324888 13058042297

59 3153327890 13058046060

60 3153317169 13058059192

61 3153323514 13058068528

62 3153318218 13058071760

63 3153313541 13058073881

64 3153310075 13058076058

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

御 池 川

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

宮 崎 県 西 諸 県 郡 高 原 町 大 字 蒲 牟 田 の 区 域 内 の

土 地 の う ち 、 次 の 一 点 か ら 七 十 二 点 ま で を 順 次

結 ん だ 線 及 び 一 点 と 七 十 二 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま

れ た 土 地 の 区 域

１ 3153306145 13058079052

２ 3153301796 13058075875

３ 3153297798 13058072985

４ 3153294866 13058068043

５ 3153289308 13058061802

６ 3153284325 13058057021

７ 3153279764 13058053591

８ 3153275528 13058048751

９ 3153270563 13058044136

10 3153264718 13058042528

11 3153255594 13058038186

12 3153252210 13058033546

13 3153243398 13058035087

14 3153238443 13058029830

15 3153237533 13058020265

令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 六 十 二 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 六 条 第

一 項 の 規 定 に よ り 、 次 に 掲 げ る 土 地 に お い て 施 行

し た 砂 防 設 備 工 事 が 終 了 し た の で 、 砂 防 法 施 行 規

程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十 二 号 ） 第 四 条 第 二

項 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 八 月 十 八 日
国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 六 十 三 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る と

と も に 、 同 法 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 当 該 土

地 に お い て 、 令 和 九 年 度 か ら 砂 防 設 備 工 事 を 施 行

す る の で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三

百 八 十 二 号 ） 第 一 条 及 び 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に 基

づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 八 月 十 八 日
国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之





16 3153233894 13058017073

17 3153228652 13058007701

18 3153227227 13058001873

19 3153223178 13058000549

20 3153219648 13058001428

21 3153217052 13057597134

22 3153214431 13057592280

23 3153203593 13057590844

24 3153200974 13057587532

25 3153199183 13057576950

26 3153202907 13057572445

27 3153212265 13057564630

28 3153212333 13057559187

29 3153210069 13057553199

30 3153207535 13057550529

31 3153199510 13057543136

32 3153194539 13057532692

33 3153194358 13057521382

34 3153195166 13057513028

35 3153196037 13057505725

36 3153204545 13057508908

37 3153214934 13057512242

38 3153211101 13057515807

39 3153209550 13057525852

40 3153213108 13057530859

41 3153216098 13057537987

42 3153222114 13057542201

43 3153226387 13057544841

44 3153229155 13057549526

45 3153228927 13057556114

46 3153227085 13057562316

47 3153226960 13057567266

48 3153230701 13057570432

49 3153233379 13057572833

50 3153232503 13057582667

51 3153239344 13057590048

52 3153245256 13057595464

53 3153252703 13058002892

54 3153257743 13058009592

55 3153261816 13058017449

56 3153268134 13058020200

57 3153274531 13058024654

58 3153279099 13058029129

59 3153283057 13058033207

60 3153287941 13058039210

61 3153293540 13058038840

62 3153306699 13058044040

63 3153313451 13058036983

64 3153324016 13058041519

65 3153324888 13058042297

66 3153327890 13058046060

67 3153317169 13058059192

68 3153323305 13058068072

69 3153320007 13058070131

70 3153317475 13058071766

71 3153313541 13058073881

72 3153310075 13058076058

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

谷 川

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

岡 山 県 津 山 市 皿 の 区 域 内 の 土 地 の う ち 、 次 の

一 点 か ら 二 十 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線 及 び 一 点 と

二 十 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地 の 区 域

１ 3502220086 13358113380

２ 3502205630 13358110009

３ 3502197172 13358106205

４ 3502191789 13358106527

５ 3502190302 13358107655

６ 3502188109 13358124612

７ 3502183694 13358129445

８ 3502181445 13358144099

９ 3502172558 13358162959

10 3502173810 13358170757

11 3502143231 13358186199

12 3502139729 13358182311

13 3502153223 13358153026

14 3502168722 13358146632

15 3502173357 13358140671

16 3502175179 13358126668

17 3502181278 13358117387

18 3502178294 13358102889

19 3502189591 13358098320

20 3502222072 13358109141

令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

四 事 業 地

収 用 の 部 分 熊 本 県 合 志 市 大 字 上 庄 字 壱 ノ 口 、

字 中 辻 、 字 高 見 、 字 喜 瀬 ノ 上 、 字 中 原 、 字 中

野 、 字 揚 土 、 字 田 久 保 、 字 境 目 、 字 豆 ヶ 原 及

び 字 大 坪 並 び に 大 字 栄 字 豆 原 、 字 碩 本 、 字 北

受 、 字 石 本 及 び 字 中 野 並 び に 大 字 合 生 字 辻 久

保 、 字 辻 原 、 字 塩 浸 及 び 字 小 合 志 原 並 び に 大

字 御 代 志 字 亀 甲 、 字 宅 地 、 字 天 神 免 及 び 字 古

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 六 十 四 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 八 月 十 八 日
国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 六 十 五 号

土 地 区 画 整 理 法 （ 昭 和 二 十 九 年 法 律 第 百 十 九 号 ）

第 七 十 一 条 の 三 第 十 五 項 に お い て 準 用 す る 同 条 第

四 項 の 規 定 に よ り 、 東 京 都 市 計 画 土 地 区 画 整 理 事

業 中 野 三 丁 目 土 地 区 画 整 理 事 業 の 施 行 規 程 の 変 更

（ 第 二 回 ） 及 び 事 業 計 画 の 変 更 （ 第 四 回 ） に つ い

て 、 そ の 関 係 図 書 を 次 の よ う に 縦 覧 に 供 す る た め 、

土 地 区 画 整 理 法 施 行 令 （ 昭 和 三 十 年 政 令 第 四 十 七

号 ） 第 三 条 の 規 定 に よ り 、 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 八 年 八 月 十 八 日
国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

一 縦 覧 開 始 の 日 令 和 八 年 八 月 十 九 日 （ 縦 覧 期

間 二 週 間 ）

二 縦 覧 場 所 東 京 都 中 野 区 中 野 三 丁 目 四 十 六 番

十 三 号 桃 丘 ハ イ ツ 三 〇 二 号 室 独 立 行 政 法 人 都

市 再 生 機 構 東 日 本 都 市 再 生 本 部 中 野 現 地 事 務 所

三 縦 覧 時 間 午 前 九 時 十 五 分 か ら 午 後 五 時 四 十

分 ま で

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 六 十 六 号

都 市 計 画 法 （ 昭 和 四 十 三 年 法 律 第 百 号 ） 第 五 十

九 条 第 三 項 及 び 第 四 項 の 規 定 に よ り 、 熊 本 県 知 事

に よ る 認 可 と と も に 、 都 市 計 画 事 業 の 承 認 を し た

の で 、 同 法 第 六 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次

の と お り 告 示 す る 。

令 和 八 年 八 月 十 八 日
国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

一 施 行 者 の 名 称 国 土 交 通 大 臣 及 び 西 日 本 高 速

道 路 株 式 会 社

二 都 市 計 画 事 業 の 種 類 及 び 名 称 熊 本 都 市 計 画

道 路 事 業 １ ・ ４ ・ ６ 号 中 九 州 横 断 道 路 大 津 熊 本

線
三 事 業 施 行 期 間 自 令 和 八 年 八 月 十 八 日 至 令 和

十 三 年 三 月 三 十 一 日





道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
字
早
稲
田
七
三

六
番
一
地
先
か
ら
甲
斐
市
宇
津
谷
字

大
ノ
田
一
二
二
番
一
ま
で

前

ＡＢＣ

二
二
･
〇
三
〜

九
九
･
〇
二

〇
･
〇
〇
〜

六
二
･
三
七

〇
･
〇
〇
〜

八
五
･
七
二
一
六
･
三
九
六

〇
･
〇
六
二

二
･
一
八
八

上
記
Ａ
、
Ｂ
及
び
Ｃ

は
、
関
係
図
面
に
表

示
す
る
敷
地
の
区
分

を
い
う
。

後

ＡＢＣ

二
二
･
〇
三
〜

九
九
･
〇
二

〇
･
〇
〇
〜

六
二
･
三
七

〇
･
〇
〇
〜
一
一
九
･
四
三
一
六
･
三
九
六

〇
･
〇
六
二

二
･
一
八
八

図
面
縦
覧
場
所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

筑
西
市
横
塚
字
町
北
一
三
五
四
番
四

地
先
か
ら
同
市
門
井
字
道
満
一
五
一

四
番
一
二
ま
で

一
三
･
六
〇
〜

二
五
･
七
二

一
七
･
三
四
〜

七
六
･
四
〇

一
・
一
六
〇

一
・
一
六
〇

筑
西
市
門
井
字
道
満
一
五
一
四
番
一

二
か
ら
桜
川
市
上
野
原
地
新
田
字
上

野
原
一
五
七
番
九
ま
で

前

Ａ

一
一
･
〇
〇
〜

四
八
･
〇
〇

三
・
二
九
二

上
記
Ａ
及
び
Ｂ
は
、

関
係
図
面
に
表
示
す

る
敷
地
の
区
分
を
い

う
。

後

ＡＢ

一
一
･
〇
〇
〜

四
八
･
〇
〇

二
八
･
七
二
〜
一
二
七
･
七
九

三
・
二
九
二

三
・
九
七
六

桜
川
市
上
野
原
地
新
田
字
上
野
原
一

五
七
番
九
か
ら
同
市
長
方
字
飯
島
一

〇
一
〇
番
一
ま
で

一
四
･
一
四
〜

五
一
･
七
九

一
九
･
九
六
〜

九
六
･
七
四

一
・
二
二
五

一
・
二
二
五

図
面
縦
覧
場
所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
常
陸
河
川
国
道
事
務
所

前後前後

令和年月日 火曜日 第号官 報

四

事
業
地

収
用
の
部
分

熊
本
県
菊
池
郡
大
津
町
大
字
杉
水
字
中

津
、
字
二
ノ
迫
、
字
一
ノ
迫
、
字
東
岩
迫
、
字
下
源

場
及
び
字
飛
宮
並
び
に
合
志
市
大
字
竹
迫
字
東
岩

迫
、
字
西
岩
迫
、
字
北
鳥
越
、
字
宇
土
、
字
向
五
本

松
及
び
字
坂
ノ
上
並
び
に
大
字
幾
久
富
字
下
砂
土

原
、
字
上
請
地
、
字
中
原
及
び
字
笹
山
並
び
に
大
字

上
庄
字
壱
ノ
口
地
内

使
用
の
部
分

熊
本
県
菊
池
郡
大
津
町
大
字
杉
水
字
東

岩
迫
、
字
下
源
場
及
び
字
飛
宮
並
び
に
合
志
市
大
字

竹
迫
字
東
岩
迫
、
字
西
岩
迫
、
字
向
五
本
松
及
び
字

坂
ノ
上
並
び
に
大
字
幾
久
富
字
下
砂
土
原
、
字
上
請

地
及
び
字
笹
山
地
内

五

収
用
又
は
使
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
る
事
業
地

収
用
の
部
分

熊
本
県
菊
池
郡
大
津
町
大
字
杉
水
字
中

津
、
字
二
ノ
迫
、
字
一
ノ
迫
、
字
東
岩
迫
、
字
下
源

場
及
び
字
飛
宮
並
び
に
合
志
市
大
字
竹
迫
字
東
岩

迫
、
字
西
岩
迫
、
字
北
鳥
越
、
字
宇
土
及
び
字
坂
ノ

上
並
び
に
大
字
幾
久
富
字
砂
土
原
、
字
上
請
地
、
字

中
原
及
び
字
笹
山
並
び
に
大
字
上
庄
字
壱
ノ
口
地
内

使
用
の
部
分

な
し

屋
敷
並
び
に
大
字
野
々
島
字
沖
田
、
字
中
原
、
字
枇

杷
田
、
字
野
田
原
、
字
矢
具
原
、
字
芝
原
、
字
駄
飼

場
、
字
丸
内
、
字
辨
天
前
、
字
前
原
及
び
字
木
原
野

並
び
に
同
県
熊
本
市
北
区
大
鳥
居
町
字
新
山
、
字
木

原
野
、
字
梅
ノ
木
塚
、
字
金
塚
及
び
字
久
保
並
び
に

明
徳
町
字
沖
畑
並
び
に
改
寄
町
字
沖
野
地
内

使
用
の
部
分

熊
本
県
合
志
市
大
字
上
庄
字
壱
ノ
口
、

字
喜
瀬
ノ
上
、
字
中
原
、
字
揚
土
、
字
田
久
保
及
び

字
豆
ヶ
原
並
び
に
大
字
栄
字
豆
原
、
字
碩
本
及
び
字

中
野
並
び
に
大
字
合
生
字
辻
久
保
、
字
辻
原
、
字
塩

浸
及
び
字
小
合
志
原
並
び
に
大
字
御
代
志
字
亀
甲
、

字
宅
地
及
び
字
古
屋
敷
並
び
に
大
字
野
々
島
字
沖

田
、
字
丸
内
、
字
辨
天
前
、
字
前
原
及
び
字
木
原
野

並
び
に
同
県
熊
本
市
北
区
大
鳥
居
町
字
新
山
、
字
木

原
野
及
び
字
久
保
並
び
に
明
徳
町
字
沖
畑
地
内

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
六
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十

九
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
熊
本
県
知
事

に
よ
る
認
可
と
と
も
に
、
都
市
計
画
事
業
の
承
認
を
し
た

の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
事
業
地
の
一
部
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法
第
六

十
九
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
土
地
収
用
法
第
三
十

一
条
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
承
認
後
の
収
用

又
は
使
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
る
の
で
、
都
市
計
画
法
第

七
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
あ
わ
せ
て
告
示
す

る
。令

和
八
年
八
月
十
八
日国

土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

施
行
者
の
名
称

国
土
交
通
大
臣
及
び
西
日
本
高
速

道
路
株
式
会
社

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

大
津
都
市
計
画

道
路
事
業
１
・
４
・
１
号
中
九
州
横
断
道
路
大
津
熊
本

線
及
び
熊
本
都
市
計
画
道
路
事
業
１
・
４
・
６
号
中
九

州
横
断
道
路
大
津
熊
本
線

三

事
業
施
行
期
間

自
令
和
八
年
八
月
十
八
日
至
令
和

十
五
年
三
月
三
十
一
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
二
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

二
十
号

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

五
十
号

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

小
林
賢
太
郎

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

二
十
八
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

淡
路
市
仮
屋
字
南
三
六
八
番
四
か
ら
同
市
谷
字
流
谷
七
九
番

一
ま
で

前後

一
〇
・
九
〇
〜
四
九
・
四
八

一
二
・
一
四
〜
四
九
・
四
八

〇
・
二
五
四

〇
・
二
五
四

図
面
縦
覧
場
所

近
畿
地
方
整
備
局
及
び
同
局
兵
庫
国
道
事
務
所

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

小
林
賢
太
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

二
十
八
号

淡
路
市
仮
屋
字
南
三
六
八
番
四
か
ら
同
市
谷
字
流
谷
七
九
番
一
ま

で

近
畿
地
方
整
備
局
及
び
同
局
兵

庫
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
八
月
十
八
日

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
八
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
道
路
事
業
の
施
行
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

九
州
地
方
整
備
局
長

森
下

博
之

一

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

熊
本
都
市
計
画
道
路
事
業
１
・
４
・
６
号
中
九
州
横
断
道
路
大
津
熊
本
線

二

施
行
者
の
名
称

国
土
交
通
大
臣
及
び
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

三

事
務
所
の
所
在
地

熊
本
県
熊
本
市
東
区
西
原
１
丁
目
１
２
番
１
号
（
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
）

熊
本
県
八
代
市
川
田
町
西
６
９
１
（
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
九
州
支
社
熊
本
高
速
道
路
事
務
所
）





人
事
異
動

令和年月日 火曜日 第号官 報

（
最
高
検
察
庁
公
判
部
長
）
同

北
岡

克
哉

法
務
総
合
研
究
所
長
に
充
て
る

最
高
検
察
庁
公
判
部
長
を
免
ず
る

（
最
高
検
察
庁
検
事
）
同

田
中

知
子

最
高
検
察
庁
公
判
部
長
を
命
ず
る

（
水
戸
地
方
検
察
庁
検
事
正
）
同

林

享
男

名
古
屋
地
方
検
察
庁
検
事
正
に
配
置
換
す
る

（
仙
台
高
等
検
察
庁
次
席
検
事
兼
法

務
総
合
研
究
所
仙
台
支
所
長
）
同

児
玉

陽
介

水
戸
地
方
検
察
庁
検
事
正
に
配
置
換
す
る

法
務
総
合
研
究
所
仙
台
支
所
長
の
併
任
を
解
除
す
る

（
釧
路
地
方
検
察
庁
検
事
正
）
同

伊
吹

栄
治

仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

仙
台
高
等
検
察
庁
次
席
検
事
を
命
ず
る

法
務
総
合
研
究
所
仙
台
支
所
長
に
併
任
す
る

（
最
高
検
察
庁
検
事
）
同

佐
竹

毅

釧
路
地
方
検
察
庁
検
事
正
に
配
置
換
す
る

（
東
京
高
等
検
察
庁
公
安
部
長
）
同

神
田

正
淑

富
山
地
方
検
察
庁
検
事
正
に
配
置
換
す
る

（
東
京
地
方
検
察
庁
公
安
部
長
）
同

安
井

一
之

東
京
高
等
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

東
京
高
等
検
察
庁
公
安
部
長
を
命
ず
る

（
京
都
地
方
検
察
庁
検
事
正
）
同

西
山

卓
爾

最
高
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
に
充
て
る

倫
理
監
督
官
を
命
ず
る

（
東
京
地
方
検
察
庁
立
川
支
部
長
）

同

小
嶋

英
夫

京
都
地
方
検
察
庁
検
事
正
に
配
置
換
す
る

（
最
高
検
察
庁
検
事
）
同

山
中

一
弘

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

東
京
地
方
検
察
庁
立
川
支
部
勤
務
を
命
ず
る

東
京
地
方
検
察
庁
立
川
支
部
長
を
命
ず
る

法

務

省

（
名
古
屋
高
等
検
察
庁
検
事
長
）
検

事
長

松
本

裕

東
京
高
等
検
察
庁
検
事
長
に
補
す
る

人

事

院

（
総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
総
務
課

調
査
官
）

伊
沢

好
広

公
務
員
研
修
所
教
務
部
政
策
研
修
分
析
官
に
転
任
さ
せ
る

（
公
務
員
研
修
所
教
務
部
政
策
研
修

分
析
官
）

萩
本

猛

総
務
省
に
出
向
さ
せ
る
（
以
上
八
月
四
日
）

検
事
長

伊
藤

栄
二

大
阪
高
等
検
察
庁
検
事
長
に
補
す
る

最
高
検
察
庁
公
文
書
監
理
官
を
免
ず
る

同

竹
内

寛
志

名
古
屋
高
等
検
察
庁
検
事
長
に
補
す
る

同

加
藤

俊
治

広
島
高
等
検
察
庁
検
事
長
に
補
す
る

（
札
幌
高
等
検
察
庁
検
事
長
）
検
事

長

山
田

利
行

福
岡
高
等
検
察
庁
検
事
長
に
補
す
る

検
事
長

小
池

隆

札
幌
高
等
検
察
庁
検
事
長
に
補
す
る

同

森
本

加
奈

高
松
高
等
検
察
庁
検
事
長
に
補
す
る

（
横
浜
地
方
検
察
庁
検
事
正
）
検
事

松
下

裕
子

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
正
に
配
置
換
す
る

（
東
京
高
等
検
察
庁
次
席
検
事
）
同

石
山

宏
樹

横
浜
地
方
検
察
庁
検
事
正
に
配
置
換
す
る

（
名
古
屋
高
等
検
察
庁
次
席
検
事
兼

法
務
総
合
研
究
所
名
古
屋
支
所

長
）
同

濱

克
彦

東
京
高
等
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

東
京
高
等
検
察
庁
次
席
検
事
を
命
ず
る

法
務
総
合
研
究
所
名
古
屋
支
所
長
の
併
任
を
解
除
す
る

（
富
山
地
方
検
察
庁
検
事
正
）
同

鈴
木
慎
二
郎

名
古
屋
高
等
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

名
古
屋
高
等
検
察
庁
次
席
検
事
を
命
ず
る

法
務
総
合
研
究
所
名
古
屋
支
所
長
に
併
任
す
る

四

事
業
地
の
所
在

収
用
の
部
分

熊
本
県
合
志
市
大
字
上
庄
字
壱
ノ
口
、
字
中
辻
、
字
高
見
、
字
喜
瀬
ノ
上
、
字
中
原
、
字
中
野
、
字

揚
土
、
字
田
久
保
、
字
境
目
、
字
豆
ヶ
原
及
び
字
大
坪
並
び
に
大
字
栄
字
豆
原
、
字
碩
本
、
字
北
受
、
字
石
本
及

び
字
中
野
並
び
に
大
字
合
生
字
辻
久
保
、
字
辻
原
、
字
塩
浸
及
び
字
小
合
志
原
並
び
に
大
字
御
代
志
字
亀
甲
、
字

宅
地
、
字
天
神
免
及
び
字
古
屋
敷
並
び
に
大
字
野
々
島
字
沖
田
、
字
中
原
、
字
枇
杷
田
、
字
野
田
原
、字
矢
具
原
、

字
芝
原
、
字
駄
飼
場
、
字
丸
内
、
字
辨
天
前
、
字
前
原
及
び
字
木
原
野
並
び
に
同
県
熊
本
市
北
区
大
鳥
居
町
字
新

山
、
字
木
原
野
、
字
梅
ノ
木
塚
、
字
金
塚
及
び
字
久
保
並
び
に
明
徳
町
字
沖
畑
並
び
に
改
寄
町
字
沖
野
地
内

使
用
の
部
分

熊
本
県
合
志
市
大
字
上
庄
字
壱
ノ
口
、
字
喜
瀬
ノ
上
、
字
中
原
、
字
揚
土
、
字
田
久
保
及
び
字
豆
ヶ

原
並
び
に
大
字
栄
字
豆
原
、
字
碩
本
及
び
字
中
野
並
び
に
大
字
合
生
字
辻
久
保
、
字
辻
原
、
字
塩
浸
及
び
字
小
合

志
原
並
び
に
大
字
御
代
志
字
亀
甲
、
字
宅
地
及
び
字
古
屋
敷
並
び
に
大
字
野
々
島
字
沖
田
、
字
丸
内
、字
辨
天
前
、

字
前
原
及
び
字
木
原
野
並
び
に
同
県
熊
本
市
北
区
大
鳥
居
町
字
新
山
、
字
木
原
野
及
び
字
久
保
並
び
に
明
徳
町
字

沖
畑
地
内

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
八
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
道
路
事
業
の
施
行
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

九
州
地
方
整
備
局
長

森
下

博
之

一

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

大
津
都
市
計
画
道
路
事
業
１
・
４
・
１
号
中
九
州
横
断
道
路
大
津
熊
本
線
及

び
熊
本
都
市
計
画
道
路
事
業
１
・
４
・
６
号
中
九
州
横
断
道
路
大
津
熊
本
線

二

施
行
者
の
名
称

国
土
交
通
大
臣
及
び
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

三

事
務
所
の
所
在
地

熊
本
県
熊
本
市
東
区
西
原
１
丁
目
１
２
番
１
号
（
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
）

熊
本
県
八
代
市
川
田
町
西
６
９
１
（
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
九
州
支
社
熊
本
高
速
道
路
事
務
所
）

四

事
業
地
の
所
在

収
用
の
部
分

熊
本
県
菊
池
郡
大
津
町
大
字
杉
水
字
中
津
、
字
二
ノ
迫
、
字
一
ノ
迫
、
字
東
岩
迫
、
字
下
源
場
及
び

字
飛
宮
並
び
に
合
志
市
大
字
竹
迫
字
東
岩
迫
、
字
西
岩
迫
、
字
北
鳥
越
、
字
宇
土
、
字
向
五
本
松
及
び
字
坂
ノ
上

並
び
に
大
字
幾
久
富
字
下
砂
土
原
、
字
上
請
地
、
字
中
原
及
び
字
笹
山
並
び
に
大
字
上
庄
字
壱
ノ
口
地
内

使
用
の
部
分

熊
本
県
菊
池
郡
大
津
町
大
字
杉
水
字
東
岩
迫
、
字
下
源
場
及
び
字
飛
宮
地
内
並
び
に
合
志
市
大
字
竹

迫
字
東
岩
迫
、
字
西
岩
迫
、
字
向
五
本
松
及
び
字
坂
ノ
上
並
び
に
大
字
幾
久
富
字
下
砂
土
原
、
字
上
請
地
及
び
字

笹
山
地
内

（
最
高
検
察
庁
検
事
）
同

保
坂

和
人

最
高
検
察
庁
公
安
部
長
を
命
ず
る

（
最
高
検
察
庁
検
事
法
務
省
大
臣
官

房
長
）
同

杉
山

徳
明

法
務
省
大
臣
官
房
長
に
充
て
る
こ
と
を
解
く

障
害
者
雇
用
推
進
者
を
免
ず
る

（
那
覇
地
方
検
察
庁
検
事
正
兼
福
岡

高
等
検
察
庁
那
覇
支
部
長
）
同

福
原

道
雄

最
高
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

法
務
省
大
臣
官
房
長
に
充
て
る

障
害
者
雇
用
推
進
者
を
命
ず
る

福
岡
高
等
検
察
庁
検
事
の
併
任
を
解
除
す
る

（
最
高
検
察
庁
検
事
法
務
省
保
護
局

長
）
同

吉
川

崇

最
高
検
察
庁
総
務
部
長
を
命
ず
る

か
ね
て
最
高
検
察
庁
公
文
書
監
理
官
を
命
ず
る

法
務
省
保
護
局
長
に
充
て
る
こ
と
を
解
く

（
東
京
地
方
検
察
庁
次
席
検
事
）
同

市
川

宏

最
高
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

最
高
検
察
庁
刑
事
部
長
を
命
ず
る

（
大
津
地
方
検
察
庁
検
事
正
）
同

佐
藤

剛

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

東
京
地
方
検
察
庁
次
席
検
事
を
命
ず
る

（
横
浜
地
方
検
察
庁
次
席
検
事
）
同

久
家

健
志

大
津
地
方
検
察
庁
検
事
正
に
配
置
換
す
る

（
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
兼
東
京
地

方
検
察
庁
検
事
）
同

遠
藤

裕
介

横
浜
地
方
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

横
浜
地
方
検
察
庁
次
席
検
事
を
命
ず
る

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
の
併
任
を
解
除
す
る





皇
室
事
項

公

告

令和年月日 火曜日 第号官 報

（
最
高
検
察
庁
検
事
）
同

阿
部

健
一

那
覇
地
方
検
察
庁
検
事
正
に
配
置
換
す
る

福
岡
高
等
検
察
庁
検
事
に
併
任
す
る

福
岡
高
等
検
察
庁
那
覇
支
部
勤
務
を
命
ず
る

福
岡
高
等
検
察
庁
那
覇
支
部
長
を
命
ず
る

（
広
島
高
等
検
察
庁
次
席
検
事
兼
法

務
総
合
研
究
所
広
島
支
所
長
）
同

白
井

智
之

最
高
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

法
務
総
合
研
究
所
広
島
支
所
長
の
併
任
を
解
除
す
る

（
大
分
地
方
検
察
庁
検
事
正
）
同

塩
澤

健
一

広
島
高
等
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

広
島
高
等
検
察
庁
次
席
検
事
を
命
ず
る

法
務
総
合
研
究
所
広
島
支
所
長
に
併
任
す
る

（
最
高
検
察
庁
検
事
出
入
国
在
留
管

理
庁
審
議
官
（
総
合
調
整
担
当
）

出
入
国
在
留
管
理
庁
公
文
書
監
理

官
）
同

加
藤

経
将

大
分
地
方
検
察
庁
検
事
正
に
配
置
換
す
る

出
入
国
在
留
管
理
庁
公
文
書
監
理
官
に
充
て
る
こ
と
を
解

く

（
東
京
高
等
検
察
庁
総
務
部
長
）
同

是
木

誠

最
高
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

出
入
国
在
留
管
理
庁
審
議
官
（
総
合
調
整
担
当
）
に
充
て

るか
ね
て
出
入
国
在
留
管
理
庁
公
文
書
監
理
官
に
充
て
る

（
さ
い
た
ま
地
方
検
察
庁
刑
事
部
長
）

同

廣
澤

英
幸

東
京
高
等
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

東
京
高
等
検
察
庁
総
務
部
長
を
命
ず
る

（
甲
府
地
方
検
察
庁
検
事
正
）
同

熊
澤

貴
士

福
島
地
方
検
察
庁
検
事
正
に
配
置
換
す
る

（
最
高
検
察
庁
検
事
）
同

上
原

龍

甲
府
地
方
検
察
庁
検
事
正
に
配
置
換
す
る

（
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
法
務
省
訟

務
局
訟
務
支
援
課
長
）
同

岡
村

佳
明

法
務
省
大
臣
官
房
付
に
充
て
る

か
ね
て
法
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
訟
務
局
担
当
）
に
充

て
る

（
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
兼
東
京
地

方
検
察
庁
検
事
）
同

浅
沼

雄
介

法
務
省
大
臣
官
房
付
に
充
て
る

か
ね
て
法
務
省
大
臣
官
房
参
事
官
に
充
て
る

か
ね
て
法
務
省
大
臣
官
房
秘
書
課
企
画
再
犯
防
止
推
進
室

長
に
充
て
る

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
の
併
任
を
解
除
す
る

（
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
）
同

門
倉

良
則

法
務
事
務
官
（
法
務
省
大
臣
官
房
秘
書
課
付
）
に
併
任
す

る

（
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
）
同

小
玉

大
輔

法
務
省
大
臣
官
房
施
設
課
長
に
充
て
る

（
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
兼
法
務
省

大
臣
官
房
秘
書
課
付
）
検
事
兼
法

務
事
務
官

浅
葉

義
浩

法
務
省
刑
事
局
総
務
課
企
画
官
に
充
て
る

法
務
事
務
官
（
法
務
省
大
臣
官
房
秘
書
課
付
）
の
併
任
を

解
除
す
る

（
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
兼
東
京
地

方
検
察
庁
検
事
）
検
事

鴫
谷

学

法
務
省
保
護
局
参
事
官
に
充
て
る

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
の
併
任
を
解
除
す
る

（
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
）
同

矢
﨑

敦
夫

法
務
省
訟
務
局
訟
務
支
援
課
長
に
充
て
る

（
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
兼
東
京
地

方
検
察
庁
検
事
）
同

北
嶋

小
枝

法
務
教
官
（
法
務
総
合
研
究
所
教
官
）
に
併
任
す
る

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
の
併
任
を
解
除
す
る

（
同
）
同

三
好

一
生

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
の
併
任
を
解
除
す
る

（
東
京
地
方
検
察
庁
立
川
支
部
検
事
）

同

三
黒

雄
晃

東
京
高
等
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

（
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
法
務
省
大

臣
官
房
付
法
務
省
大
臣
官
房
参
事

官
法
務
省
大
臣
官
房
秘
書
課
企
画

再
犯
防
止
推
進
室
長
）
同

永
井

孝
治

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
に
併
任
す
る

法
務
省
大
臣
官
房
付
に
充
て
る
こ
と
を
解
く

法
務
省
大
臣
官
房
参
事
官
に
充
て
る
こ
と
を
解
く

法
務
省
大
臣
官
房
秘
書
課
企
画
再
犯
防
止
推
進
室
長
に
充

て
る
こ
と
を
解
く

（
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
）
同

杉
山

貴
史

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
に
併
任
す
る

（
最
高
検
察
庁
検
事
法
務
省
大
臣
官

房
付
法
務
省
大
臣
官
房
審
議
官

（
訟
務
局
担
当
））同

田
原

浩
子

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

東
京
地
方
検
察
庁
公
安
部
長
を
命
ず
る

法
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
訟
務
局
担
当
）
に
充
て
る
こ

と
を
解
く

（
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
兼
法
務
総

合
研
究
所
教
官
）
検
事
兼
法
務
教

官

阿
波

亮
子

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

東
京
地
方
検
察
庁
立
川
支
部
勤
務
を
命
ず
る

法
務
教
官
（
法
務
総
合
研
究
所
教
官
）
の
併
任
を
解
除
す

る

（
松
山
地
方
検
察
庁
次
席
検
事
）
検

事

羽
柴

愛
砂

さ
い
た
ま
地
方
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

さ
い
た
ま
地
方
検
察
庁
刑
事
部
長
を
命
ず
る

（
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
兼
東
京
地

方
検
察
庁
検
事
）
同

澁
谷

亮

松
山
地
方
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

松
山
地
方
検
察
庁
次
席
検
事
を
命
ず
る

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
の
併
任
を
解
除
す
る

（
福
島
地
方
検
察
庁
検
事
正
）
同

菊
池

和
史

辞
職
を
承
認
す
る
（
以
上
八
月
十
二
日
）

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
ガ
ボ
ン
の
独
立
記
念
日
に
つ
き
、
八
月

十
四
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

天
皇
陛
下
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
記
念
日
に
つ
き
、

八
月
十
四
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ

た
。

諸

事

項

建
設
業
の
許
可
の
取
消
処
分
の
公
告

建
設
業
法
（
昭
和
24年

法
律
第
100号

）
第
29条

第
１

項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
の
で
、
同
法
第
29条
の
５

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
８
年
８
月
18
日

東
北
地
方
整
備
局
長
小
島

優
１
処
分
を
し
た
年
月
日
令
和
８
年
７
月
17日

２
被
処
分
者
の
商
号
、
代
表
者
の
氏
名
、
主
た
る
営
業

所
の
所
在
地
及
び
許
可
番
号
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
株

式
会
社
大
山
晃
弘
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
五
橋

２
丁
目
12番
１
号
国
土
交
通
大
臣
許
可
（
般
・
特


07）
第
24732号

３
処
分
の
内
容
建
設
業
法
第
29条
第
１
項
に
基
づ
く

許
可
の
取
消
し
（
土
木
工
事
業
、
舗
装
工
事
業
に
関
す

る
特
定
建
設
業
の
許
可
）

４
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
令
和
８
年
７
月
17日

付
け
で
建
設
業
法
第
12条
（
第
17条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の

規
定
に
よ
る
廃
業
の
届
出
が
あ

り
、
こ
の
こ
と
が
同
法
第
29条
第
１
項
第
５
号
に
該
当

す
る
。相
続
財
産
清
算
人
の
選
任
及
び
相

続
権
主
張
の
催
告





令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

公 示 催 告

失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告

破産手続における包括的禁止
命令

破産手続における保全管理命令

破産手続開始






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産債権の届出期間及び一般
調査期日





令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

書面による計算報告

免責許可申立てに関する意見
申述期間

特別清算開始
令和８年（ヒ）第３号
茨城県鹿嶋市大字粟生3288番地
清算株式会社 アスカ物流株式会社
代表清算人 平山 貴仁
１ 決定年月日 令和８年７月30日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

水戸地方裁判所麻生支部
令和８年（ヒ）第２０３４号
東京都千代田区麹町３丁目３番地ＫＤＸ麹町ビ
ル４階
清算株式会社 株式会社アディオ
代表清算人 高 橋 智 礼
１ 決定年月日 令和８年８月３日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所民事第２０部

特別清算終結
令和８年（ヒ）第２００５号
東京都千代田区神田淡路町１丁目19番地 白須
ビル１F
清算株式会社 株式会社大江戸商事
１ 決定年月日 令和８年８月３日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

東京地方裁判所民事第２０部

再生手続開始

再生債務者の株式の取得等を
定めた再生計画案の提出の許
可

令和７年（再）第３号
愛媛県四国中央市川之江町８２６番地
再生債務者 丸住製紙株式会社
決定の要旨 再生債務者が次の条項を定めた再生
計画案を提出することについて許可する。
１ 再生債務者の株式取得に関する定め
（1）再生債務者が取得する株式の数 再生計画
認可決定の確定前における全ての発行済株式
２４００万株

（2）再生債務者が上記（1）記載の株式を取得す
る日 会社法の手続による募集株式と引き換
えにする金銭の払込期間（再生計画認可決定
確定の日から５か月）において募集株式の引
受人が最初の出資をした日
なお，再生債務者が取得した株式は，取得
後全て消却する。

２ 資本金の額の減少に関する定め
（1）減少する資本金の額 金１２億円
（2）資本金の額の減少がその効力を生ずる日
会社法の手続による募集株式と引き換えにす
る金銭の払込期間（再生計画認可決定確定の
日から５か月）において募集株式の引受人が
最初の出資をした日

令和８年７月２７日
東京地方裁判所民事第２０部

再生手続終結






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続開始





令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始





令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

所有者不明建物管理命令に関
する異議の催告






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

財務省共済組合定款の一部変更について

財務省共済組合定款（平成12年12月20日制定）の一部を次のように変更する。
令和８年７月 31 日 財務省共済組合代表者

財務大臣 片山さつき
第18条中「25000円」を「27000円」に、「50000円」を「54000円」に改める。
第18条中「50000円」を「54000円」に、「100000円」を「108000円」に改める。
附 則

第３条第１項中「25000円」を「27000円」に、「50000円」を「54000円」に改める。
第３条第１項中「50000円」を「54000円」に、「100000円」を「108000円」に改める。
附 則

１ この変更は、令和８年８月１日から施行する。
２ 変更後の第18条及び附則第３条の規定は、令和８年８月１日以後に給付事由が生じた給付につい
て適用し、同日前に給付事由が生じた給付については、なお従前の例による。

国土交通省共済組合定款の一部変更について

国土交通省共済組合定款（平成12年12月27日制定）の一部を次のように変更する。
令和８年７月 30 日 国土交通省共済組合代表者

国土交通大臣 金子 恭之
第18条第１号中「25000円」を「27000円」に、「50000円」を「54000円」に改め、同条第２号中

「50000円」を「54000円」に、「100000円」を「108000円」に改める。
第22条第２項中「制令」を「政令」に改める。
附則第７条第１項第１号中「25000円」を「27000円」に、「50000円）を超える場合にその超える

金額）」を「54000円）」に改め、同条同項第２号中「50000円」を「54000円」に、「100000円）を超え
る場合にその超える金額）」を「108000円）」に改める。

附 則
１ この変更は、令和８年８月１日から施行する。
２ 変更後の第18条第１号及び同条第２号並びに附則第７条第１項の規定は、令和８年８月１日以後
に給付事由が生じた給付について適用し、同日前に給付事由が生じた給付については、なお従前の
例による。

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

効 力 発 生 日 は 令 和 八 年 九 月 三 十 日 で あ り 、 甲 は

会 社 法 第 七 九 六 条 第 二 項 、 乙 は 同 第 七 八 四 条 第 一

項 に 基 づ き 株 主 総 会 の 承 認 決 議 は 経 ず に 合 併 を 決

定 し て お り ま す 。 ま た 、 甲 は 乙 の 全 株 式 を 所 有 し

て い ま す の で 、 こ の 合 併 に よ る 甲 の 新 株 式 の 発 行

及 び 資 本 金 の 額 の 増 加 は い た し ま せ ん 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 確 定 し た 最 終 事 業 年 度 は あ り ま せ ん 。

（ 乙 ）https://i-jsolutions.com/jp

令 和 八 年 八 月 十 八 日

東 京 都 港 区 南 青 山 一 丁 目 一 一

（ 甲 ） 株 式 会 社 Ｂ ｌ ｕ ｅ Ｖ ｅ ｃ ｔ ｏ ｒ

代 表 取 締 役 上 村 康 太

東 京 都 渋 谷 区 道 玄 坂 一 丁 目 一 〇 番 八 号 渋 谷

道 玄 坂 東 急 ビ ル 二 Ｆ Ｃ

（ 乙 ） 株 式 会 社 ｉ Ｊ Ｓ ｏ ｌ ｕ ｔ ｉ ｏ

ｎ ｓ 代 表 取 締 役 上 村 康 太

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ・ 乙 ）
掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 七 月 二 十 二 日

掲 載 頁 六 十 八 頁 （ 号 外 第 一 六 二 号 ）

令 和 八 年 八 月 十 八 日

東 京 都 港 区 港 南 二 丁 目 一 六 番 四 号

（ 甲 ） 株 式 会 社 Ｑ ｕ ａ ｌ ｉ ａ ｇ ｒ ａ ｍ

代 表 取 締 役 井 雅 己

東 京 都 港 区 港 南 二 丁 目 一 六 番 四 号

（ 乙 ） ２ Ｌ ｉ ｎ ｋ ｓ 株 式 会 社

代 表 取 締 役 桑 野 隆 司

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 金 融 商 品 取 引 法 に よ る 有 価 証 券 報 告 書 提 出

済 。

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 六 月 二 十 九 日

掲 載 頁 一 八 一 頁 （ 号 外 第 一 四 三 号 ）

令 和 八 年 八 月 十 八 日

東 京 都 港 区 南 麻 布 一 丁 目 一 八 番 四 号

（ 甲 ） 株 式 会 社 佐 藤 渡 辺

代 表 取 締 役 鎌 田 修 治

東 京 都 町 田 市 真 光 寺 二 丁 目 一 番 地 一

（ 乙 ） Ｓ Ｗ テ ク ノ 株 式 会 社

代 表 取 締 役 大 山 裕 明

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 掲 載 日 刊 工 業 新 聞

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 七 月 八 日

掲 載 頁 九 頁

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 七 月 十 六 日

掲 載 頁 六 十 三 頁 （ 号 外 第 一 五 九 号 ）

令 和 八 年 八 月 十 八 日

東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 一 丁 目 四 番 一 〇 号

（ 甲 ） 株 式 会 社 サ ポ リ ス

代 表 取 締 役 黒 葛 原 愛

東 京 都 豊 島 区 池 袋 二 丁 目 九 番 四 号

（ 乙 ） 株 式 会 社 パ ワ ー ビ ッ ド

代 表 取 締 役 泉 田 史 記






令和年月日 火曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
日

掲
載
頁

一
四
九
頁
（
号
外
第
一
五
五
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
日

掲
載
頁

一
三
五
頁
（
号
外
第
一
五
五
号
）

令
和
八
年
八
月
十
八
日

新
潟
県
新
潟
市
江
南
区
茗
荷
谷
七
一
一
番
地

（
甲
）
新
潟
中
央
青
果
株
式
会
社

代
表
取
締
役

野
口

英
樹

新
潟
県
南
魚
沼
市
川
窪
一
〇
三
五
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
魚
沼
食
品
流
通
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

野
口

英
樹

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一
項

に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
経
ず
に
合
併
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及

び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

七
十
四
頁
（
号
外
第
一
四
二
号
）

令
和
八
年
八
月
十
八
日

福
井
市
高
木
中
央
一
丁
目
二
五
〇
一
番
地

（
甲
）
福
井
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社代

表
取
締
役

佐
藤

浩
一

福
井
市
高
木
中
央
一
丁
目
二
五
〇
一
番
地

（
乙
）
福
井
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
井

保

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
七
日

掲
載
頁

一
一
七
頁
（
号
外
第
一
七
八
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
七
日

掲
載
頁

一
二
〇
頁
（
号
外
第
一
七
八
号
）

令
和
八
年
八
月
十
八
日

大
阪
府
摂
津
市
鳥
飼
銘
木
町
六
番
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
ハ
イ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

藤
田

祐
平

大
阪
府
摂
津
市
鳥
飼
銘
木
町
九
番
一
七
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｅ
・
Ｔ
プ
ラ

代
表
取
締
役

田
中

利
行

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
令
和
八
年

九
月
二
十
四
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.p
ressa

n
ce.co

.jp
/

（
乙
）h

ttp
://w
w
w
.try
st -ltd

.co
m
/

令
和
八
年
八
月
十
八
日

大
阪
市
中
央
区
城
見
一
丁
目
二
番
二
七
号
ク
リ
ス

タ
ル
タ
ワ
ー
二
七
階（

甲
）
株
式
会
社
プ
レ
サ
ン
ス

代
表
取
締
役

原
田

昌
紀

大
阪
市
中
央
区
城
見
一
丁
目
三
番
七
号
松
下
Ｉ
Ｍ

Ｐ
ビ
ル
一
六
階

（
乙
）
株
式
会
社
ト
ラ
イ
ス
ト

代
表
取
締
役

多
治
川
淳
一

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
一
日

掲
載
頁

一
七
五
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
一
日

掲
載
頁

一
五
二
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

令
和
八
年
八
月
十
八
日

山
口
県
山
口
市
宮
野
上
字
堀
山
一
五
六
八
番
地
三

（
甲
）
株
式
会
社
Ｎ
Ｆ
デ
バ
イ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

代
表
取
締
役

西
田

俊
彦

山
口
県
山
口
市
佐
山
三
番
地
四
六

（
乙
）
株
式
会
社
Ｎ
Ｆ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

代
表
取
締
役

長
谷
川
和
宏

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
・
乙
）

掲
載

熊
本
日
日
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
三
日

掲
載
頁

七
頁

令
和
八
年
八
月
十
八
日

熊
本
市
中
央
区
世
安
一
丁
目
五
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
熊
本
日
日
新
聞
社

代
表
取
締
役

伊
豆
信
太
郎

熊
本
市
中
央
区
上
通
町
二
番
三
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
熊
日
会
館

代
表
取
締
役

稲
田

稔
丈

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
健
診
代
行
事
業

及
び
特
定
保
健
指
導
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し

乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.ica
re -ca

rely
.co
.jp
/co
m
p
a
n
y

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.p
erso
l -b
d
.co
.jp
/k
o
u
k
o
k
u
/

令
和
八
年
八
月
十
八
日

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
二
丁
目
二
九
番
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ

代
表
取
締
役

山
田

洋
太

東
京
都
江
東
区
豊
洲
三
丁
目
二
番
二
〇
号

（
乙
）
パ
ー
ソ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ

ン
株
式
会
社代

表
取
締
役

市
村

和
幸

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
乙
は
甲
の
パ
ウ
ダ
ー
事
業

に
関
す
る
権
利
義
務
の
う
ち
、
吸
収
分
割
契
約
に
定
め
る

権
利
義
務
を
承
継
し
甲
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
す
。

本
吸
収
分
割
に
際
し
て
、
乙
は
甲
に
対
し
て
株
式
そ
の

他
の
金
銭
等
の
交
付
を
行
わ
ず
、
ま
た
、
甲
乙
の
資
本
金

の
額
に
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
吸
収
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.n
s -k
en
za
i.co
.jp
/

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.k
ro
sa
k
i.co
.jp
/

令
和
八
年
八
月
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
四
丁
目
一
四
番
一
号

（
甲
）
日
鉄
建
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

新
城

晃

北
九
州
市
八
幡
西
区
東
浜
町
一
番
一
号

（
乙
）
黒
崎
播
磨
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

江
川

和
宏

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
に
よ
り
、
甲
は
乙
の
保
険
代
理

店
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
の
一
部
を
承
継
し
、
乙
は
そ

れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
の
規
定
、
乙
は
会
社
法
第
七
八

四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
株
主
総
会
の
決
議
を
経
ず
に

こ
れ
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
一
日

掲
載
頁

二
〇
三
頁
（
号
外
第
一
四
七
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
一
日

掲
載
頁

二
十
頁

令
和
八
年
八
月
十
八
日

大
阪
市
中
央
区
今
橋
四
丁
目
五
番
一
五
号

（
甲
）
三
井
住
友
カ
ー
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
々
木
丈
也

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
三
丁
目
三
番
三
号

（
乙
）
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

丹
尾

正
和





令和年月日 火曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
農
業
用

機
械
及
び
装
置
の
部
品
供
給
事
業
及
び
製
品
保
証
事
業
に

関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
及
び
丙
は
そ
れ
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
・
丙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日

掲
載
頁

三
頁

令
和
八
年
八
月
十
八
日

島
根
県
松
江
市
東
出
雲
町
揖
屋
三
〇
五
四
番
地
一
五

（
甲
）
株
式
会
社
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ａ

代
表
取
締
役

吉
田

康
二

島
根
県
松
江
市
東
出
雲
町
揖
屋
六
六
七
番
地
一

（
乙
）
三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役

齋
藤

徹

島
根
県
松
江
市
東
出
雲
町
揖
屋
六
八
六
番
地
一

（
丙
）
リ
ョ
ー
ノ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

金
塚

巧

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

北
海
道
上
川
郡
鷹
栖
町
十
二
線
十
五
号
五
番
地

合
同
会
社
利
根
川
フ
ァ
ー
ム

代
表
社
員

利
根
川

泰

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
Ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
Ｔ
ｈ
ａ
ｎ
Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ

ｄ
株
式
会
社
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

千
葉
県
習
志
野
市
谷
津
一
丁
目
一
五
番
二
二

合
同
会
社
モ
ア
ザ
ン
ビ
ル
ド

代
表
社
員

荒
木

晴
信

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
五
丁
目
一
六
番
六
号
Ｐ

ａ
ｒ
ｅ
Ｊ
ｕ
ｎ
ｏ
四
階

合
同
会
社
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｅ

代
表
社
員

島
﨑

杏
奈

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
丁
目
二
〇

三

小
川
ビ
ル

合
同
会
社
Ｖ
ａ
ｒ
ｉ
ｏ
ｕ
ｓ

Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
ｓ

代
表
社
員

大
島

洋
祐

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
五
丁
目
一
五
番
七
号

ブ
ル
グ
池
田
山
二
〇
四
号
室

Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
合
同
会
社

代
表
社
員

森

希
弥

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
須
田
町
一

二

七
淡
路

町
駅
前
ビ
ル
三
階

合
同
会
社
２
ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ

代
表
社
員

染
谷

純
輝

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
九
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ド
ラ
ゴ
ン
ハ
ー
ト
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
中
吉
田
二
四
番
九
号

合
同
会
社
信
華

代
表
社
員

金
子

明
信

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
二
十
一
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
株
式
会
社
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

大
阪
府
豊
中
市
末
広
二
丁
目
七
番
一
号

Ｍ
Ｕ
Ｇ
Ａ
合
同
会
社

代
表
社
員

澤
田

泰
一

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
南
久
宝
寺
町
四

一

二

御
堂
筋
ダ
イ
ビ
ル

シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
合
同
会
社

代
表
社
員

重
光

秀
明

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ゆ
う
き
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

山
口
県
下
松
市
古
川
町
四
丁
目
四
番
一
二
号

合
同
会
社
ゆ
う
き
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

代
表
社
員

宮
下

英
樹

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
億
一
千
九
百
二
十
五
万
五

千
五
百
円
（
う
ち
資
本
準
備
金
と
す
る
額
四
億
一
千
九
百

二
十
五
万
五
千
五
百
円
）
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://k
.secu

re.freee.co
.jp
/co
m
p
a
n
ies/118745/

a
n
n
o
u
n
ces

令
和
八
年
八
月
十
八
日

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
三
番
六
号
東
京
科
学
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
Ｉ

Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
四
〇
三
号
室

株
式
会
社
Ｊ
Ｉ
Ｊ

代
表
取
締
役

山
城

悠

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
七
千
万
五
千
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
三
丁
目
一
二
番
三

号
神
保
町
ス
リ
ー
ビ
ル
八
階

株
式
会
社
ホ
リ
タ
イ
ヤ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

安
枝

太

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
十
三
億
六
千
四
百
十
八
万

円
減
少
し
、
減
少
す
る
資
本
金
の
額
全
額
を
資
本
準
備
金

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
二
月
二
十
五
日

掲
載
頁

一
五
一
頁
（
号
外
第
二
八
四
号
）

令
和
八
年
八
月
十
八
日

東
京
都
大
田
区
平
和
島
六
丁
目
一
番
一
号

京
都
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

世
古

圭

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
百
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
日

掲
載
頁

十
七
頁

令
和
八
年
八
月
十
八
日

福
岡
県
筑
紫
野
市
二
日
市
中
央
四
丁
目
一
一
番
地

一
三
号株

式
会
社
Ｏ
・
Ｂ
・
Ｕ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ

代
表
取
締
役

寺
川

欣
吾





正

誤

令和年月日 火曜日 第号官 報
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
十
二
億
六
千
六
百
二
十
九
万

二
千
六
百
六
十
三
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
十
二
億
六
千

百
十
五
万
五
千
四
十
九
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
日

掲
載
頁

六
十
四
頁
（
号
外
第
七
十
九
号
）

令
和
八
年
八
月
十
八
日

名
古
屋
市
西
区
上
名
古
屋
四
丁
目
一
四
番
一
七
号

フ
ァ
ー
マ
バ
イ
オ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

草
野

仁

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
二
千
五
百
万
五
千
六
百

二
十
五
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
億
二
千
五
百
万
五
千

六
百
二
十
五
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
億
円
、
〇
円
と
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
九
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日

掲
載
頁

一
五
一
頁
（
号
外
第
一
七
三
号
）

令
和
八
年
八
月
十
八
日

京
都
府
京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
室
町
東
入
今
出

川
町
三
二
九
番
地
一

株
式
会
社
エ
ン
リ
ッ
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

柿
本

優
祐

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

群
馬
県
太
田
市
東
新
町
六
六
〇
番
地
の
一

株
式
会
社
ハ
イ
・
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

塙

良
太
郎

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
七
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

島
根
県
出
雲
市
常
松
町
五
二
六
番
地

株
式
会
社
イ
ー
グ
リ
ッ
ド

代
表
取
締
役

小
村

淳
浩

合
併
に
つ
き
株
券
等
提
出
公
告

当
社
は
、
宇
高
国
道
フ
エ
リ
ー
株
式
会
社
と
合
併
し
て

解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
株
券
を

所
有
す
る
方
は
、
株
券
提
出
日
で
あ
る
令
和
八
年
九
月
三

十
日
ま
で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

香
川
県
高
松
市
国
分
寺
町
新
名
五
〇
番
地
二

高
松
エ
ク
ス
プ
レ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
本

五
郎

任
意
清
算
公
告

当
社
は
、令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
し
、

会
社
法
第
六
六
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
総
社
員
の

同
意
に
よ
り
定
め
た
財
産
の
処
分
の
方
法
に
従
い
清
算
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
清
算
の
方
法
に
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

岩
手
県
一
関
市
大
東
町
沖
田
字
霞
沢
六
八
番
地

山
中
合
名
会
社

社
員

金

尚
弥

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
十
七
億
円
減
少
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
七
日

掲
載
頁

一
五
三
頁
（
号
外
第
一
三
三
号
）

令
和
八
年
八
月
十
八
日

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
上
呉
服
町
一
〇
番
一
号

博
多
那
珂
６
開
発
特
定
目
的
会
社

取
締
役

三
品

貴
仙

訂
正
公
告

令
和
八
年
七
月
二
十
三
日
（
号
外
第
一
六
三
号
）
掲
載

の
第
三
十
一
期
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
「
代
表
取
締
役

森

一
幸
」
と
あ
る
は「
代
表
取
締
役

小
池

靖
」

の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

東
京
都
港
区
南
青
山
三
丁
目
一
番
三
一
号

株
式
会
社
ジ
ェ
ー
ピ
ー
デ
ィ
ー
エ
イ
チ

代
表
取
締
役

小
池

靖

取
消
公
告

令
和
七
年
九
月
二
十
九
日
（
号
外
第
二
一
七
号
）
掲
載

の
合
併
公
告
及
び
決
算
公
告
（
枠
組
）
を
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
八
日

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
三
組
町
四
四
番
地
の
一

（
甲
）
株
式
会
社
光
一

代
表
取
締
役

武
井

一
雄

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
佐
鳴
台
二
丁
目
三
二
番
二

四
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｂ
ｉ

ｏ
ｒ
ｉ

（
旧
商
号

有
限
会
社
ル
ー
ズ
）

代
表
取
締
役

武
井

一
雄

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日
（
号
外
第
百
十
九
号
）
公
布

厚
生
労
働
省
令
第
九
十
七
号
（
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
標
準
化
対
象
事
務
を
定
め
る
政
令
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ

ル
庁
令
・
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
命
令
第
七

条
第
三
号
に
規
定
す
る
事
務
の
処
理
に
係
る
シ
ス
テ
ム
に

必
要
と
さ
れ
る
機
能
等
に
関
す
る
標
準
化
基
準
を
定
め
る

省
令
）

（
原
稿
誤
り
）

二
二
ペ
ー
ジ
上
段
一
八
行
目
か
ら
一
九
行
目「（
令
和
四

年
デ
ジ
タ
ル
庁
・
総
務
省
令
第
一
号
）」を
削
る
。

同
ペ
ー
ジ
同
段
終
り
か
ら
一
五
行
目
「
令
和
三
年
法
律

第
四
十
号
。」を
削
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日
（
号
外
第
百
十
九
号
）
厚
生

労
働
省
告
示
第
二
百
三
十
五
号
（
人
口
動
態
調
査
事
務
シ

ス
テ
ム
に
関
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
機
能
要
件
の

標
準
の
細
目
並
び
に
実
装
区
分
及
び
適
合
基
準
日
並
び
に

帳
票
要
件
の
標
準
の
細
目
並
び
に
実
装
区
分
及
び
適
合
基

準
日
そ
の
他
書
面
の
出
力
に
際
し
必
要
な
事
項
）

（
原
稿
誤
り
）

八
二
ペ
ー
ジ
下
段
七
行
目
か
ら
八
行
目
「
令
和
八
年
厚

生
労
働
省
令
第
九
十
七
号
。」を
削
る
。
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